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一宮町教育委員会 

平成３０年度全国学力・学習状況調査について 

 

秋冷の候，保護者の皆様にはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃より，一宮町の教育活動に対し，多大なる御協力と御理解を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて，去る４月１７日に実施されました「平成３０年度全国学力・学習状況調査」につきまし

て，一宮町の小中学校の状況についてお知らせいたします。 

 

１ 対象学年  ○小学校６年生 ８８名  ○中学校３年生  １０７名 

 

 ２ 結果の概要 

国語・算数（数学）・理科の調査結果の詳細については，各学校からの配布物及びＨＰの掲

載記事を御参照ください。 

 

 ３ 今後の取り組み（児童生徒質問紙から） 

今年度調査から、新たに「主体的・対話的で深い学び（アクティブラーニング）」の視点からみた、授

業への取組状況に対する質問が追加されました。中学校では「自分の考えを発表する機会には、考えがう

まく伝わるよう工夫して発表していると」回答した生徒が５５．２％（県５１．７、全国５３．８）と高

い値を示しています。小学校では、課題の解決に向けて，自分で考え取り組んだと、肯定的に答えた児童

は８１．９％（県７５．６、全国７６．４）と高い値を示していますが、友達の前で自分の考えや意見を

発表することは苦手で，表現することへの課題が残っているといえます。今後とも「何ができるようにな

るのか」に視点を置き，児童生徒が自ら進んで意欲的に学習に参加できる取り組みを推進します。 

次に家庭での生活習慣についてですが，放課後の過ごし方としては、テレビやゲーム、インターネット

をしていると答えた児童は８６．４％、中学生は７４．８％となっており、小学生は全国平均を４ポイン

ト上回っており，スマートフォンの普及を背景にこれらの利用に費やす時間が多くなっています。携帯電

話やスマホの利用に関しては，今後とも家庭と連携して取り組んでまいります。一方で毎日，２時間以上

勉強している（塾の時間も含めて：小学生は１時間以上）小学生は４２．１％（全国比－２４．１）、中学

生は２７．１％（全国比－9.3 ﾎﾟｲﾝﾄ）と全国平均とは大きな開きが見られます。毎日机に向かう習慣や態

度を身に付けられるように，家庭においても環境づくりを進めていただけるようお願いします。 

規範意識については，「当てはまる」と肯定的に答えた児童生徒の割合は，昨年度よりも向上しており，

自尊感情も高まってきています。ご家庭でも規範意識を高めるために，子どもの思いや考えを受け止め，

コミュニケーションを図っていただくようお願いします。 

次に地域や社会に関わる活動の実施状況では、行事やボランティアへの参加が中学生は３ポイント、少

学生では１０ポイント以上も全国に比べ高くなっており、特に中学生は地域行事への参加も多く、地域や

社会で起こっている出来事への関心が高くなっています。 

（上段：２９年度 下段：３０年度）単位：％ 

◎学校での授業改善と学習規律の確立，下校後の「計画的な家庭学習習慣」確立のための取り組

みを進めてまいります。具体的な家庭学習の方法については，学校より示されますので，各

家庭でのご協力をお願いします。 

質問紙での質問内容（抜粋） 一宮町
小学生 

千葉県
平 均 

全 国 
平 均 

一宮町
中学生 

千葉県
平 均 

全 国 
平 均 

放課後の過ごし方（ＴＶ・ＶＴＲ・ＤＶＤ・ゲーム・イン
ターネットをしている割合） 

８１．０ 
７９．５ 

７４．５
８１．８ 

７２．６
８１．０ 

６８．４ 
６８．２ 

７２．２
７９．６ 

６８．８
７７．３ 

家で学校の授業の予習復習をしているか ５８．０ ６０．５ ６２．６ ５７．０ ５３．７ ５５．２ 

地域社会でボランティア活動に参加したことはあ
るか 

４１．０  
４０．９ 

３２．４ 
３１．７ 

３５．４ 
３６．１ 

３８．９ 
５５．１ 

４２．２
４４．９ 

４９．７
５１．８ 

学校の授業以外に一日あたり勉強している時間
（小：１時間以上、中：２時間以上）含塾等 

３９．1 
４２．１ 

６１．３ 
６２．７ 

６４．４
６６．２ 

１５．８ 
２７．１ 

３５．５
３５．６ 

３５．４
３６．４ 


